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（1999 年）です。また、この研究の過程で、大英図書館所蔵のヘンデル Georg 
Friedrich Händel（1685-1759） 筆の資料（R. M. 20. g. 10）に書かれたト長調の
グローリアとト短調のキリエが、バッハの所蔵楽譜にも含まれるロッティ An-
tonio Lotti（1667-1740）の作であったことが明らかにされました（「ヘンデル
の所蔵楽譜文庫中のアントニオ・ロッティのミサ曲 Eine Messe Antonio Lot-
tis in Händels Notenbibliothek」、1989 年）。
⑴－②　その他のバッハ関連資料研究および楽譜校訂














の選択について Zur Auswahl zweifelhafter Werke in die Neue Bach-Ausgabe」
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ションの問題 Artikulationsprobleme in Johann Sebastian Bachs Suiten für Vio- 
loncello solo（BWV 1007-1012）」（2000 年）でも、この問題について論じてお
られます。
　2007 年には、『新バッハ全集』のなかで『ヨハン・ゼバスティアン・バッハ

























Katalog der Kopisten Johann Sebastian Bachs.  Diplomatische Grundlagenar-











ヴァイマル宮廷作曲家であったヴァルター Johann Gottfried Walther（1684-
1748）の研究もなさいました。バッハが 1708 年から 1717 年までヴァイマル宮
廷に仕えた期間に二人は親交を結び、楽譜を写しあったりしていることから
も、ヴァルターの存在はバッハ研究にとって重要です。「ヨハン・ゴットフリー
ト・ヴァルターの楽譜の筆跡の年代変遷について Zur Chronologie der Noten-







werbsmethoden von Musikalien im frühen 18.  Jahrhundert am Beispiel Jo-










クションにイタリア風協奏曲第 1 楽章の初期稿が？ An early version of  the 










アン・バッハ生前の平均律クラヴィーア曲集第 1 巻の受容と広まり Rezeption 




材としての性格が強かったようです。18 世紀前半の資料としては、第 1 巻全



































成 に つ い て Die zweiteiligen Kantaten Johann Sebastian Bachs. Aspekte zur 




りに向かって、シンメトリーをなす配列や、第 1 部と第 2 部で同様の編成を繰
り返すなど、配列上の工夫が増していることが観察されるそうです。「中心は
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合唱楽章。カンタータにおける形式と編成 Der Chorsatz als Zentrum. Form 






パートについて Tromba, Tromba da tirarsi oder Corno?  Zur Clarinostimme 









ハの世俗カンタータにおける形式設計 Formpläne in weltlichen Kantaten Jo-
hann Sebastian Bachs」（2013 年）は、バイスヴェンガー先生が生前最後に発






2003 年）は、バッハ没後 250 周年を記念して 2000 年に獨協大学で開かれたゲッ




　「カール・ツックマイヤーのバッハ・フーガ Carl Zuckmeyer. Bachfuge」



























書いておられます。「日本の大学における DaF の CLIL―音楽学専門演習を
例として CLIL für DaF im japanischen Hochschulbereich am Beispiel eines 
musikwissenschaftlichen Fachseminars」（2007 年）および「ドイツ学を学ぶ学
生のための音楽学専門演習― 専門教育の授業の方法論のための手がかり
Musikwissenschaftliches Fachseminar für German-Studies-Studenten ― An-


























らいと、その社会史的背景 Ich wandre fort ins ferne Land ― Das Wandern im 
deutschen Klavierlied nach 1800 und seine sozialgeschichtlichen Hintergrün-
de」（2010 年）は、シューベルトの《糸を紡ぐグレートヒェン》（D 118）が作
















お わ り に
　今回、入手できる限りのバイスヴェンガー先生の論文・著書を読み返し、
質・量ともに大きな業績を残されたことを改めて実感しました。どの研究も研
究史における位置について熟考なさったうえで非常に丁寧に進められており、
序からまとめに至るまで、多角的かつ分かりやすく構成されています。奇をて
らわず実証的に進められる論は、バッハ研究をリードするバッハ研究所で研鑽
を積まれた方ならではと感じました。それだけに、話題性を先行させた他者の
研究に対して批判の意見を述べておられたこともありました。
　バイスヴェンガー先生に初めてお会いしたのは、私が大学院生だった頃で
す。ご主人の小林義武先生の紹介でお目にかかりました。当時お住まいだった
大袋（埼玉県）のご自宅にうかがったとき、和菓子が好きとおっしゃっていた
のを思い出します。留学中のドイツでもお会いする機会があり、一緒に中華料
理を食べたとき、もう一人の日本人の先輩と私に、しっかり就職活動するよう
におっしゃいました。その後、数年経って私も獨協大学に勤めることになり、
いろいろ教えていただきました。
　非常に真面目でいらっしゃったバイスヴェンガー先生は、引き受けた仕事は
期日までに責任もって終えられる方で、新学期の授業開始日までに学期末まで
の授業準備を終えるとおっしゃっていたほどです。一方、バッハ研究所で最新
機器を駆使して作業をなさっていたイメージがありますが、実は機械の扱いは
苦手で、コンピュータの操作をお手伝いしたこともあります。それどころか鞄
の留め金の開閉にも苦労なさっていたことがあり、お手伝いしたら、「私は
Technik はすべて苦手！」と微笑んでおられました。
　バイスヴェンガー先生は、和菓子のなかでも、茶道で使うような綺麗な花の
形の練り切りなどの生菓子がお好きだったようです。また、美しく盛りつけら
れた日本料理なども好んでおられました。海の向こうに富士山をのぞむ湘南の
ご自宅にとても愛着をもっておられ、ドイツから運んだ家具などを置いて快適
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なお住まいとなさっていましたが、そのご自宅にも小さな石庭を作っておられ
ました。バイスヴェンガー先生が日本にいらしたのは、第一にご主人とともに
暮らすためだったと思いますが、日本の文化にも好きなものを見つけてくだ
さって、よかったと存じます。
　バイスヴェンガー先生の安らかな眠りをお祈り申し上げます。
（木村佐千子）
